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令和４年度 学会・学術に関する委員会事業報告 
 
 
１． 活動テーマ 

第１１回日本公衆衛生看護学会学術集会における第８回全国保健師長会特別企画（ワークショ

ップ）の実施及び企画委員・実行委員としての参画 
 
２． 目的 

地域保健で働く保健師が調査研究やまとめを報告する場所を確保し、公衆衛生看護の専門職と 
して自己研鑽や資質向上を図る 

 
３． 実施状況 

 ※調整などはメールで随時意見交換を委員間で実施 
 ※事務局や講師、話題提供者調整についても、電話、メールで実施 
 

 
４． 結果・課題 
  第 11 回日本公衆衛生看護学会学術集会は、現地及び Web 開催のハイブリット方式での開催と

なった。全国保健師長会特別企画（第8回）として、『時代とともに変化する地域社会と公衆衛生

看護活動のあり方」～ICT の活用から見えてきた有用性と住民主体の保健活動を展開する上での

課題～』をテーマにワークショップを開催した。 

  当会のワークショップは、現地開催とオンデマンド配信での実施とし、当日は慶応義塾大学看

護医療学部田口敦子教授に「保健活動に活用するICTとは？」をテーマに講義をいただき、「ICT

回 時  期 場  所 内  容 

１ 令和４年6月15日 書面会議 

【第1回委員会】 

・委員会の活動及びタイムスケジュールの検討 

・ワークショップのテーマおよび内容の検討 

2 令和４年7月20日 Web会議 

【第2回委員会】 

・ワークショップの企画案および今後の 

ス 

ケジュールの検討 

3 令和４年9月30日 Web会議 

【第3回委員会】 

・ワークショップ当日の流れ、役割分担確認 

・講師との打ち合わせ 

4 令和４年11月11日 Web会議 

【第4回委員会】 

・ワークショップ当日の運営確認 

・講師との打ち合わせ 

5 令和４年12月17日 

仙台市 

仙台国際セン

ター 

【第5回委員会】 

・ワークショップの進行確認 

6 令和４年12月18日 
仙台国際セン

ター 

第８回全国保健師長会特別企画実施 

※7終了後振り返り実施 



に取り組んでいること、取り組んでみようと思うこと」ついて参加者のグループワークを行った。 

ICT とは何か、保健活動に生かすとはどのようなことか、そのための留意点などについて講義

をいただき、ＩＣＴについて様々な理解の段階にある者が共通理解をしたうえで、今後活動でき

るように、実践例も踏まえた内容を、田口教授に御講義いただいた。 

 ワークショップの参加者は70名で、アンケート回答者（40名：57.1％）のうち、38名が今回

のワークショップは『役に立つ』（残り2名は未回答）と回答しており、「苦手意識があったDX,ICT

に関して具体的に事例を通して話を聞けて理解が深まった」「現在の業務を効率化、質の向上に効

果があるものと感じた」「より住民に向き合い、新しいサービスの形を生み出すためのもの」とい

った感想が得られ、今後、所属自治体での取組を前向きに考えて終えることができた。 

 講義でICTの基礎的な確認、実践している市町村の具体的な活動の紹介、現状のアナログなデ

ータなども引き続き必要であり、それらを活用して保健活動の PDCA を回して活動していく大切

さ、またICTが保健活動に活用できる内容とするためにも、導入のための企画に参画していく必

要性など、今後の取り組みについて整理いただいたことから、前向な取り組みを考える機会とな

ったと考える。 

 短時間であったが、グループワークで意見交換できたことが、より講義の学びを深め、実際の

活動を想定した意見交換を行えたものと思われた。 

今回ハイブリッド方式での学会に、当日のWeb配信を実施しなかったが、グループワークをWeb

で実施するためには、安定したWi-Fi環境と専門的に設定できる担当が必要であるため、今後の

学会等でWeb配信も活用するのであれば、専門の担当者もしくは業者委託できるだけの予算の確

保など検討すべきと考える。 

 
５．支部活動の特徴 
  コロナ禍のメリットともなった、多くの委員がWebで会議に参画できることを活用し、会議は

すべてWebで実施し、ワークショップ直前の委員会のみ集合での委員会とした。 
細々した内容は、メールでの提案や確認としていたことから、委員会までには粗方の内容案が

示すことができたが、それぞれが業務多忙の中でタイムリーに対応できないことなどもあったが、

タイムスケジュールを共有して進めたことから、検討が滞ることなく進めることができた。 
次回開催地の委員も構成員となっているため、次年度の引継ぎを考えるうえでも、次回のこと

を想定して意見交換を行うことができることが良かった。 
 

６． 委員・支部長  
〇髙橋 みね 宮城県保健福祉部保健福祉総務課兼総務部職員厚生課 
伊藤加奈子 仙台市青葉区宮城総合支所保健福祉課 
菅原亜由美 岩沼市健康福祉部健康増進課 
松浦 由美 北九州市八幡西区役所保健福祉課 
井上 京子 福岡県田川保健福祉事務所健康増進課 

    〇：委員長 


